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(百万円未満切捨て)

１．2026年12月期第１四半期の連結業績（2026年１月１日～2026年３月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年12月期第１四半期 41,519 12.6 813 △56.1 772 △58.5 724 △43.8

2025年12月期第１四半期 36,871 23.1 1,853 347.7 1,863 331.2 1,290 280.0
(注)包括利益 2026年12月期第１四半期 740百万円( △14.0％) 2025年12月期第１四半期 861百万円( 46.5％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年12月期第１四半期 88.58 －

2025年12月期第１四半期 158.00 －

(注)当社は、2025年７月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の
期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」を算定しております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年12月期第１四半期 52,242 21,177 39.4

2025年12月期 56,612 21,034 36.1
(参考) 自己資本 2026年12月期第１四半期 20,566百万円 2025年12月期 20,430百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年12月期 － 100.00 － 70.00 －

2026年12月期 －

2026年12月期(予想) 25.00 － 25.00 50.00
(注)１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
(注)２．当社は、2025年７月１日を効力発生日として、普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。

2025年12月期の１株当たり期末配当金については、当該株式分割の影響を考慮した金額を記載しております。
株式分割を考慮した場合の2025年12月期における第２四半期末の１株当たり配当金は20円、年間配当金は90円
となります。



３．2026年12月期の連結業績予想（2026年１月１日～2026年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 200,000 13.5 4,000 △50.2 4,000 △51.0 3,000 △45.7 367.03
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年12月期１Ｑ 8,530,000株 2025年12月期 8,530,000株

② 期末自己株式数 2026年12月期１Ｑ 351,418株 2025年12月期 351,418株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年12月期１Ｑ 8,178,582株 2025年12月期１Ｑ 8,164,933株

(注)当社は、2025年７月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首
には当該株式分割が行われたと仮定して、「期中平均株式数（四半期累計）」を算定しております。

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ：無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業
績予想に関する事項は、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来
予測情報に関する説明」をご参照ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（2026年１月１日～2026年３月31日）におけるわが国の経済は、雇用・所得環境の改

善や設備投資の持ち直しを背景に緩やかな回復基調で推移した一方、中東情勢の緊迫化、資源・原材料価格の高止

まり、為替・金利の変動等により、先行き不透明な状況が続きました。

当社グループが属する食品流通業界におきましても、消費者の生活防衛意識は引き続き強く、販売数量ベースで

は力強さを欠く一方、原材料・物流・人件費等のコスト上昇が収益環境に影響を及ぼしました。当社グループ主力

の米穀事業においては、米価が高水準で推移したことにより、家庭用を中心に消費の減退が見られ、販売が伸び悩

みました。その結果、業界全体で在庫余剰感が強まり、各社とも在庫消化を優先して、販売や販促を強化したこと

から、量販店等を中心に価格競争が激化しました。飼料事業では、円安や穀物相場の変動等を背景に輸入原料価格

が高止まりする中、穀類や糟糠類等の国内飼料原料の需給動向にも変化が見られました。鶏卵事業では、鳥インフ

ルエンザの発生等を背景に需給が引き締まり、鶏卵相場は高値圏で推移しました。また、いずれの事業においても、

中東情勢を背景とした資材の供給懸念や資材価格・物流コストの高騰が懸念されております。

このような環境下において、当社グループは、米穀事業において在庫消化と販売数量確保を優先し、ブレンド米

等を活用した販売強化、製造等の効率化等に取り組んでまいりました。

しかしながら、米穀事業において、家庭用向け販売の不振に加え、在庫消化を目的とした販促・価格対応の強化

により粗利率が低下したことから、当第１四半期連結累計期間の売上高は41,519百万円（前年同期比12.6％増）、

営業利益は813百万円（同56.1％減）、経常利益は772百万円（同58.5％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益

は724百万円（同43.8％減）となりました。

セグメント別の概況は次のとおりであります。

なお、当第１四半期連結累計期間より報告セグメント区分を変更しております。詳細については、Ｐ.９「（３）

四半期連結財務諸表に関する注記事項（セグメント情報等の注記）Ⅱ３．報告セグメントの変更等に関する事項」

をご覧ください。

①米穀事業

米穀事業におきましては、米価が高水準で推移する中、家庭用を中心に消費の減退が見られ、量販店等における

販売が低調に推移しました。加えて、業界全体で在庫余剰感が強まる中、各社とも在庫消化を優先した販売競争が

激化し、販売数量の確保を優先した価格対応を進める局面が増加しました。業務用向け販売は堅調に推移したもの

の、家庭用向け販売の不振を補うには至らず、販促・価格対応の強化に伴う粗利率の低下が収益を圧迫しました。

また、日本産米輸出が収益面で堅調に推移した一方、一部の三国間取引は伸び悩みました。

この結果、米穀事業の売上高は36,328百万円（前年同期比13.7％増）、営業利益は903百万円（同53.4％減）とな

りました。

②飼料事業

飼料事業におきましては、飼料用米の生産減少による取扱量の縮小及び円安の進行等による輸入乾牧草のコスト

増が、収益面の圧迫要因となりました。一方、糟糠類の販売拡大やキノコ培地向け原料等の取扱いを拡大し、売上

及び利益の確保に努めました。

この結果、飼料事業の売上高は2,540百万円（前年同期比3.2％増）、営業利益は129百万円（同5.1％増）となり

ました。

③鶏卵事業

鶏卵事業におきましては、鳥インフルエンザの影響等を背景に鶏卵相場が高値圏で推移する中、量販店向けでは

高値による販売数量の伸び悩みが見られた一方、外食向け販売は堅調に推移しました。加えて、価格改定や物流条

件の見直し等を進め、収益の確保に努めました。

この結果、鶏卵事業の売上高は2,651百万円（前年同期比7.3％増）、営業利益は83百万円（同12.8％増）となり

ました。
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（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における総資産は52,242百万円となり、前連結会計年度末と比べ4,370百万円の減少

となりました。これは主に前渡金の増加額1,997百万円等に対し、現金及び預金の減少額1,899百万円、受取手形及

び売掛金の減少額1,943百万円、棚卸資産の減少額2,226百万円、未収入金の減少額132百万円、その他流動資産の減

少額137百万円、建物及び構築物の減少額17百万円、投資有価証券の減少額17百万円等があったためであります。

負債につきましては負債合計が31,064百万円となり、前連結会計年度末と比べ4,513百万円の減少となりました。

これは主に短期借入金の増加額5,868百万円、賞与引当金の増加額65百万円等に対し、支払手形及び買掛金の減少額

5,835百万円、長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）の減少額628百万円、未払金の減少額465百万円、

未払法人税等の減少額2,333百万円、役員賞与引当金の減少額25百万円、その他流動負債の減少額1,161百万円等が

あったためであります。

純資産につきましては純資産合計が21,177百万円となり、前連結会計年度末と比べ143百万円の増加となりまし

た。これは主に利益剰余金の増加額151百万円等に対し、その他有価証券評価差額金の減少額15百万円等があったた

めであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年12月期の通期連結業績予想につきましては、2026年２月13日発表の予想から変更ありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,146,506 3,247,337

受取手形及び売掛金 14,887,738 12,944,612

商品及び製品 6,183,604 6,268,189

仕掛品 805,951 698,543

原材料及び貯蔵品 16,124,989 13,921,039

前渡金 1,830,571 3,827,639

未収入金 597,675 465,371

その他 729,853 592,472

貸倒引当金 △1,752 △1,708

流動資産合計 46,305,137 41,963,496

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,464,591 1,446,713

機械装置及び運搬具（純額） 1,593,878 1,603,903

土地 2,087,183 2,087,183

リース資産（純額） 11,366 10,187

その他（純額） 28,969 34,157

有形固定資産合計 5,185,989 5,182,144

無形固定資産

ソフトウエア 37,246 35,618

リース資産 5,709 5,191

その他 22,520 22,520

無形固定資産合計 65,477 63,330

投資その他の資産

投資有価証券 4,582,004 4,564,824

長期前払費用 104,823 98,461

繰延税金資産 1,099 583

差入保証金 345,908 347,078

その他 23,710 23,217

貸倒引当金 △1,272 △595

投資その他の資産合計 5,056,274 5,033,570

固定資産合計 10,307,741 10,279,045

資産合計 56,612,879 52,242,542
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 11,964,508 6,129,208

短期借入金 11,752,626 17,620,868

1年内返済予定の長期借入金 2,452,020 2,243,520

リース債務 6,443 6,313

資産除去債務 18,000 37,600

未払金 1,675,454 1,209,835

未払法人税等 2,364,961 31,822

賞与引当金 304,890 370,540

役員賞与引当金 25,295 －

解体撤去引当金 137,000 137,000

その他 2,023,916 862,653

流動負債合計 32,725,116 28,649,362

固定負債

長期借入金 2,578,280 2,158,650

リース債務 10,633 9,065

繰延税金負債 135,480 133,404

資産除去債務 18,281 4,026

その他 110,472 110,290

固定負債合計 2,853,147 2,415,437

負債合計 35,578,263 31,064,799

純資産の部

株主資本

資本金 529,500 529,500

資本剰余金 456,959 456,959

利益剰余金 18,325,831 18,477,817

自己株式 △268,651 △268,651

株主資本合計 19,043,639 19,195,625

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,161,727 1,146,095

繰延ヘッジ損益 132,097 117,327

為替換算調整勘定 93,095 107,776

その他の包括利益累計額合計 1,386,919 1,371,200

非支配株主持分 604,055 610,916

純資産合計 21,034,615 21,177,742

負債純資産合計 56,612,879 52,242,542
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年１月１日
至 2025年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年３月31日)

売上高 36,871,161 41,519,937

売上原価 33,464,391 39,005,607

売上総利益 3,406,769 2,514,329

販売費及び一般管理費 1,553,275 1,701,288

営業利益 1,853,493 813,040

営業外収益

受取利息 2,009 2,206

受取配当金 2,654 4,286

受取保険金 1 1,537

不動産賃貸料 8,718 9,345

為替差益 24,748 5,062

貸倒引当金戻入額 － 82

その他 18,846 25,548

営業外収益合計 56,977 48,069

営業外費用

支払利息 36,147 63,592

不動産賃貸費用 675 676

遊休資産諸費用 7,707 5,286

その他 2,342 18,910

営業外費用合計 46,872 88,466

経常利益 1,863,598 772,644

特別損失

固定資産売却損 － 237

固定資産除却損 0 0

特別損失合計 0 237

税金等調整前四半期純利益 1,863,598 772,406

法人税、住民税及び事業税 511,849 13,013

法人税等調整額 51,750 12,155

法人税等合計 563,599 25,169

四半期純利益 1,299,998 747,236

非支配株主に帰属する四半期純利益 9,959 22,749

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,290,039 724,486
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年１月１日
至 2025年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年３月31日)

四半期純利益 1,299,998 747,236

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △114,274 △15,631

繰延ヘッジ損益 △248,375 △14,769

為替換算調整勘定 △76,116 24,139

その他の包括利益合計 △438,766 △6,261

四半期包括利益 861,232 740,975

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 882,163 708,767

非支配株主に係る四半期包括利益 △20,930 32,207
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計上の見積りの変更）

工場等の不動産賃貸借契約に伴う原状回復義務として計上している資産除去債務について、原状回復費用の

新たな情報の入手に伴い、見積額の変更を行っております。見積りの変更による増加額5,337千円を変更前の資

産除去債務残高に加算しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ

5,263千円減少しております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１

四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年３月31日)

減価償却費 127,023千円 129,972千円
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（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2025年１月１日 至 2025年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２米穀事業 飼料事業 鶏卵事業 計

売上高

(1) 外部顧客への売上高 31,939,590 2,461,176 2,470,394 36,871,161 － 36,871,161

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

106,459 － 286 106,746 △106,746 －

計 32,046,050 2,461,176 2,470,680 36,977,907 △106,746 36,871,161

セグメント利益 1,939,220 123,576 74,129 2,136,926 △283,433 1,853,493

(注) １．セグメント利益の調整額△283,433千円は、各報告セグメントに配賦していない全社費用であり、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2026年１月１日 至 2026年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２米穀事業 飼料事業 鶏卵事業 計

売上高

(1) 外部顧客への売上高 36,328,699 2,540,162 2,651,075 41,519,937 － 41,519,937

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

89,460 927 － 90,387 △90,387 －

計 36,418,160 2,541,089 2,651,075 41,610,325 △90,387 41,519,937

セグメント利益 903,967 129,886 83,615 1,117,469 △304,428 813,040

(注) １．セグメント利益の調整額△304,428千円は、各報告セグメントに配賦していない全社費用であり、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

当社グループは、従来「米穀事業」「飼料事業」「鶏卵事業」「食品事業」に区分しておりましたが、組織変

更に伴いセグメント区分の見直しを行い、当第１四半期連結会計期間の期首より「食品事業」を「米穀事業」に

移管しております。

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメント区分に基づき作成したものを

開示しております。


